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変化する国語辞典とその活用
Chan即ng Japanese dictionaries and how to use theln

要

本稿は中学校国語における国語辞典の桜極的活用を試みた単元「語感を磨こう~国語辞典へのアプ

ローチ~J の実践を通Lて、属語学習に欠くことのできない風語舌辛典に見られる最近の変化について

考察するものである。

電子辞書やタブレット端末の普及により、多くの人が阿1く手階U と隔市瀞の埀さJ からh到攻され、

より気軽にことぱを訓べることができるようにな0た。しかし気軽に引くことができる反面、ことば

との出会いによって起こる感動は薄いものになりつっあるように感じる。そこで、中学生が紙の鬮語

辞典に触れる機会を多く設け、多くのことぱとの出会いを実感できる授業を試みた。本稲はその授業

実践について述べたものである。

キーワード:国語辞典編集方針用例集め語釈図霄室との連挑

変化する倒語辞典とその活用

ことぱは日々生まれ、変化する。それは今に始まったことではない。しかし、様々なメディアやコミユ

ニケーションッールの発達・広がりにより、今まで特定の分野,・人Lか使わなかったような専門的な

ことぱ(例えぱアプリケーションやダウンロードなど)を中学生も日常的に使うようになった。彼ら

は大人よりも新しいことばιコ欧感であり、柔軟に受け入れることができる。彼らが用いることぱは正

しくない、乱れたものだと思われることが多いが、それを「日本語の乱れ」と考えるのではなく、「新

しいことぱの担い手」として捉えるのがいいように思う。

次々と生まれてぃく新語や流行語、若者ことぱに対して、生徒たちはこれらを阿語辞典に載せるべ

きだと考えてぃるのではないか。自分たちが日常Hにし、耳にし、使っていることばを載せた国語辞

典こそ彼らにとって「使いやすい」「便利な」国語恬辛典だと感じているのではないだろうか。

このことを検証すべく、ことばに対して敏感で柔軟な中学生というこの鵬寸W、国語辞典についてよ

り深く知り、その編集・改訂作業を擬似的に材塲灸することで国語辞典にっいて深く考える場を設けた0

生徒たちが「ことばって而皮いな」「国語1辛典を使うのって楽しいな」「ことぱにっいてもっと知りた

いな」と感じる機会になれぱと考えている。

国語科 写 順子

はじめに

毎日のように新しいことぱが生まれ、いっしか使われなくな0たことぱは消えていく。刻々と変化

Ⅱ 国語辞典の変化

-53-

戸

旨



お茶の水女子大学附属中学校紀妾錦43染(2m4)

することぱは、まるで生き物のようである。そういったことばを集め、長い年月をかけて「国語辞ψU

という一冊の智笠書にまとめるのは至難の業だ。辞書を編纂・編集してぃるうちにも次々に新しいこと

ぱ'が生まれ、消えていく。辞脊に採録することぱの選定は困難を窮めるのだ。

一般な国語辞典はその時代を代表する流行語だからといってすぐには飛びっかない。「広辞苑』の

編集者である平木靖成氏によれば、「ナウい」は 1980年頃の流行語であったが、このことぱが『広辞

苑』に載ったのは20認年の改需版であったという(註1)。ーつのことぱが辞轡に採録されるのに30

年弱かかったことになる。この例から、辞腎研洞染者はかなり慎重にそのことぱの n域せる・載せない」

を検討していることが分かる。つまり、一喝井流行したことぱを国語辞典.に城せるか載せないかは「日

本語として定着したかどうか」の判断が必要で、それには数十年かかることもあるというのだ。平木

氏は搭事書づくりは借問の後追いをするぐらいがちょうどいい」と述べる。従来の倒語辞典も、『広

辞夛齡と同じょうな方向(痢哥集方針)で新語・・流行1吾の採録には慎軍な姿勢を取ってきたと言える。

ところがここ数年、国i吾辞典の改訂・編架方針に変化が見え始めた。ある二っの国語辞典が新語

流行語、俗語や若者ことばの採録に柔軟で鞁極的な姿勢を見せているのだ。これは「日本語として定

着したJ と十分に言える項目を採録してきた従来の国語辞典の世界では極めて異例のことであり、革

新的なことである。

その二つの国語辞典とは『f羽鏡團需辞典」(本稿では「明鏡』と記し、噛斗こ版を示してぃない場会、

最新版の第2版を指す。註2)と『三省堂国語辞典』(通称「三国(さんこく)』、本稿では以下『三国』

と記し、特に版を示していない場合、最新版の第7版を指す。註3)である。『明鏡1 は『問題な日本語』

シリーズ(註4)や『KY式日オ詰剖(註5)の著者である北原保雄氏が20舵年に編纂した、日本で

最も最近生まれた国語辞典である。『三国」は 1960年初版発行、故見坊豪紀氏や故金田一京助氏など

国語学の重鎮が編纂に携わった歴史ある国語辞典である。

従来の国語辞典の編集方針は北原氏が述べているように(註6)、

『明鏡』のような小型の辞書だと、現在よく使われていて需要度の高い言葉が優先させる特別
な狭い世界でしか使われないものは不採択となる。古くなりあまり使われなくなった言葉も外さ
れる。その逆に新しすぎて一般化していない言葉も採用されない。(中略)つまり、広く普及し
て一般化し、日本語としての、いわば「市民本勧を得て初めて、みんなの共有物、普遜の言菜と
呼べるものになるのだ。普通の国語辞書には、広く普及し一般化している言葉を載せるのが原則
である。

と考えられてきた。また、『三鬮』第3版の序文で見坊氏も以下のように述べてぃる。(註7)

辞書は"かがみ"である
辞書は、ことぱを写す"鏡"

国語辞典とは、ことぱの規範を示すものであるということだ。

ところが、この2つの辞齊は数盧の編染方針を打ち出し、俗語や若者ことぱを採録し始めた。捌、下、

その例をいくつか示す。

『明鏡』 「ゆる」の用例として「ゆるキャラ(=見るものを脱力させるキャラクター)」をいち

早く載せる。

「コストパフォーマンス」、ル割剖、「どん引き」(「多くドン引きと轡く」と注記あり)

「むずい」(「むずかしいを短繍した造語。ムズいとも。」とある)なども載せる。

付録「明鏡問趣なことば索引」が別冊でつぃている。

『三国』 若者ことぱであり、インターネット上で使われ、広まった「りア充」や fw (ダブリ

ユー。(あざ)笑うことをあらわす文字の意)」などを載せる。

これは、著者の変わらぬ信条であります。
でありまt。同瓣Hこ、辞書はことぱを正す'宝t'であります。
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インターネットなどの掲示板で批判的な沓き込みが染中する意の「炎上」も第6版か

ら載せる。

東日本大震災後よく開くようになった原発関連のことば「内部被吃劃砕励祉乱'」など

を新たに載せ、採録済みの「がれき」の語釈に手を加える(註8)。

これらは確かに目や耳で触れることの増えたことぱではあるが、・世の中に十分定着し、市民椛を得、

一般化Lたことぱ'と言えるのか疑問が残る。

北原氏は、階事淫は規範を示すものだ。あまり先走ってもいけないし、後れをとっては負けになる。」

と述べ、また卵月掘割の編者のことぱの中でも所辛典は、まず第一に、言柴の意味や使い方の規範を

正しく解説したものでなけれぱならない」としている。その一方で「近年は特に新語や侘海吾が急増し

てぃる。また、既存の言葉がまったく別の新しい意味で使われたりしている。したがって辞典・は、そ

れらが本来の規範的な意味や用法でないということも、知ることができるものである力がよし、(中

略)新語、流行語の中には定碧するものもある。そういう言葉を厳遜の上、採録したのが第二版の大

きな特色のーつである。」とも述べている。その方針'に沿って「ゆるキャラ」「どん引き」などを載せ

たのだ。

また、『三風』では編染委員の一人である飯弱浩明氏が所事書を編む」(註9)の中で『三国』の編集

方針{ゴ独れ、他の国語辞典では立項していない「甘災U ということばを例にしながら「たしかに、新聞

や文学作品のことぱには少ないが、街の中には『'辻熟』は厳然としてある。これもまぎれもなく日本詔だ。

もとは個たの店の造語かもしれないが、一過性のものではなく、それなりに広がりを見せ、定着して

いる。舌事禽は、『今そこにある日本語』を載せるべきである」と述べ、この『三国」の編染方卦を「規

範主義」に対して「実例主巽」と1呼び、「甘災U を第71坂で新規項目として載せている。

この二っの国語辞典は世の中の流れに合わせ、他社の国語辞典との差別化を図り、よりその辞書の

独自性を示すねらいがあるのだろう。これらは、ことばに対Lて保守的とも言える国語辞典のあり方

を大きく変えた。特に『三国』は第7版刊行前に籍紗書を編む』が出版されたり、礁π語募染キャン

ペーン」を突施するなどの話題性もあり、今後も注目を集める国語辞典となろう。

授業実践
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変化する国;'詐典とそのf舌編

生徒が岡語辞典にたくさん触れ、村"なことぱを話題にできるよう、毎愈の授業で国語辞典・を引く機

会を組み込んで授業を展開してぃる。憐分の国語辞典に少しずつ慣れ、その特性をっかみ、向分の周

りに溢れることばにアンテナを張り、'辞霄編集者の疑似体.験することでことぱや国語辞典・に関心を持っ

てもらおうと試みたのが以下の授業実践である。生徒全員が編集委員となって架空の国語・辞典 fお茶

中国1吾辞少U 改訂版を出版するため、編染力針を立て゛段終的には語釈や例文を完成させる単元である。

1,単元のねらい

語粲を増やし、豊かな言語感覚を養うために国語辞典の積極的な活用を意識して授業展開を行って

いる。生徒は素世Uこヨ辛苫を悦いているが、内分のf紗書に対Lての関心はそれほど高くない。き事書に沓

かれた内容は「当たり前のもの」で、そこに沓功、れた内容に特に驚きゃ感動はない様子だ。確かに、

辞腎は使うたびに発見があるような、おおげさなものではない。しかし、その辞山編纂 q稀集)に携

わる人問の多くが生涯をかけて心血を注ぎ、出版にまで迎iぎつけるのが辞霄というものなのである。

そこで、単元のねらいを以下のように設定した。
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お茶の水女子大学附属中学校兇斐弟43染(2mり

センター訂禅丸~・チキン・~酌・鉄板・殿堂入り・~撮り・ネオン・ハマる
ブラック(企業)・メガ・盛る

【カタカナ語を含む】アプリ・アラ~・アベノミクス・イクメン・ガールズトーク・ガラケー
クーノレジャパン・ゲリラ・ニーテ・ニスパ・スイーツ・スマートフォン
センター・ダイノくーシティ・チキン・ディスる・デコる・テンション・読モ
友チョコ・なう・ネオン・バーチャノレ・パワースポット・ブラック・~プリ
プライベートブランド・ボーカロイド・マキシ・メガ・メンタル・ゆるキャラ

リア充
藷吾頭につく・接頭語】アラ~・畷~・完~・激~・ゲリラ~・弾丸~・ちょい(足し)

美~(美鵬D ・ぶち(切れる)・メガ~

【後にっく・接尾語】イクメン・イタい・ウケ亙・~推し・~活・キテ旦・キレ壁_・~女
ディスる・テカる・~的には・デコる・~撮り・~なう・モテる・ヤバい
ゆるキャラ・楽ちん

【複合語】アベノミクス・上から目線・ガーノレズトーク・キラキラネーム・クーノレジャパン
クチコミ・コスパ・ J K ・女子会・女子力・スマートフォン・ダイバーシティ
中二病・ちょい足し・ツンデレ・殿堂入り・読モ・友チョコ・とりま
パワースポット・ぶち切れる・プライベートプランド・ゆるキャラ・りア充

【大げさ表現】イチオシ・炎上・オススメ・御・完~・激~・劇珀り・ゲリラ~・弾丸・鉄板

殿堂入り・美~・メガ~・岳嵳る

第4,時は平成25年本校公開研究会において公開した授業である。上記の分類をもとに、グループ

分けした煮味を考えた。グループ分けをした理由け卸来)について、授業中の生徒の発言や生徒のノ

トの記述を一部紹介する。

・クラスで繼したクンレープ分けを確認する。

グノレープ分けした意味を考える。
辞書編集のための方針をクラスで決めるた

*私は辞〒仲を作っている方々の立場を経験し、「どのように」辞書に裁せることばを選ぶのかと
いうことを考え、学ぶためだと恩、いました。グルービングすることは半1川折が難しい作業なので
これを経験することで、一体辞書をつくることはどのくらい大変なことなのか知るためだと思
いました。そして鋭い判1折力と侠重に選ぶ姿勢を培い、今後行う舌洗芽の編集作業に役立てるた
めではないかと考えました。

*私たちが今使っている「新語」はどのように変化したものなのか、あるいは使われ方を分析す
ることで、なぜまだ辞書に載らないのかを秀えるためではないか。

*新しいことぱを色々な視点からみるため。新しい言葉にはどのようなものが多いのかを知り、
今の社会の傾向、若い人たちの闘の流行を理解するため。畔書に載せるか載せないかは別とし
て 2~3年の聞にたくさんの言葉が生まれてtたれていくということを理解するため。

*辞書は新Lい言葉や使われなくなってしまった言葉を入れるが「今私達が使う言葉」がどのよ
に広ま0て、そして今度も使われ続けるのか、本当に求められる言葉なのか。私達が辞冉をワ

うとしたらどんな観点で載せるかを定められるようにtるため。使

・他者との対話から授業をスタートさせる。こ
の後の学習班での話し合いで意見を出しやす
い雰囲気を作る。

・黒板やノートを見て確認するよう促寸。

指導上の工夫・配慮

その後、生徒全員が『お茶中国語辞典』の編集委員の一人となり、クラス毎に編集会議を行い、編

染方針を立てるという授業展開を行'つた。以下、公開府門毛会の指導案である。

1)本時の目標
①集めた項目を分類した意味を考える。
②分類した項目をもとに編集方針を話し合って決める。
③編集方剣・に基づき、掲城項目を考える。

・生徒による発表。
・今日の進行役を科露忍し、学習班で話し合う。

2)学習の展朋
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前時のふり返り

(白分の辞書について語る)

主な学習内容と活動

課
題
設
定

課
題



め、学習班で意見を出し合う。

・クラス金体で編集方針について話し合う。
実際に国語辞典ではどのような方僻で掲載
項目を決めているのか資料から読み取る。

-59

・^"書を編集するために、クラスで決めた方
針に基dき、掲載項目を者える。

儒再・釈や例文)身考炊同は帽,微順目の内郷
えることを伝える。

3)木時の評価
①分類することによる意味を考え、発表している。
②資料を活用しながら編集方針を話し合って決めている。
③編染方針に基づき、意欲的に辞書編集に携わるべく掲枝項目を琶えている。

【第5時編集方針を立て、掲載項目を決める】

以下、 4クラス全てで『お茶中国語辞典」編集会議を行い、提示された締染方針である。

《松組》対象:中高生対象。小中学生の親でも分かるようにする。

方針:①語釈を簡潔に。②類裟語・対巽語を充実させる。

③略語を親見出しに。1略さない形は語羽Uゴ肌える。伊上スマートフォンはスマホを

親見出しとし、スマホの語釈にスマートフォンの略語であることを記す。

. 学習国語部典に掲峨すべきグループとそうで
ないグノレープに分けられるとよい。(00グル
ープは国語辞典でなくて、△△蔀典に載せれぱ良い、
な劫

【資料】はすでに配布してあり、読ノνである
状態で授業を進める。

⑤意味の発展(手入れ)を充実させる。

⑥狭い世界のことばは載せず、日常のことぱを載せる。

《1蛎叢D 対象:中学生対象。中高生が使うことぱは大人も分かるようにする。

方針:①ある程度社会で定着しているものを載せる。②略語は空見出しに。

③例文を増やす。専門用語をなるべく使わない語釈に。

④意昧が想像できるものは載せない。(新しい意味を中心に載せる)

新翁豊》対象:中高生対象。^1.学生から大人まで使えるものに。

方針,:①中学生にと0て分かりゃすい語釈にする。(専門的な表現は避ける)

②略記号作り、それを凡例に載せる。(用例をたくさん載せるため)

③実際にそのことばを用いる場面を減せる。

《梅粒》対象:中高生をメインに老える。

方針・:①分かりゃすく鮪潔な語釈と例文にする。

②日常に沿うような語釈や例文にする。

クラス毎にその編集方針に沿0て掲載項目を話し合い、決定することにした。

【第6・ 7時担当する項目の語釈を考える】

編染方針に沿って今回の『お茶中風語辞典」改訂で新たに採録する項目・手入れを行う頂目をーつ

ずっ多数決で決定した。語釈と例文を考えるにあたり、隣の席の生徒同士でぺアをっくり、担当項目

を決めた。担当項目は希望をとり、重なった場合はじゃんけんで決定した。希望.制をとったのは、思

い入れのあることばを担当するのが実際の辞辨編集者の開でも行われているためである。

あるクラスで編染会議により決定した新たに採録する項月・手入れを行う項目は以下の通りであ

る。矧語赤誇也改詔に伴う紙幅とコストの関仟、販売価格の話を授業者がした結果、「新規項目や手入

判断に迷う項目、挙げる。なぜ迷0たのかも
ノートに記しておくよう指示する。

変化tる矧研辞典とその活用

④略記号を用いてジャンルを示す。(ネ、ソト用語は困と表記するなど)

追
究
・
表
現

省
察
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れが多すぎると今まで載っていた項目を外さなけれぱいけない」「今まで載ってぃた項目のどれを外

せぱいいかその判断が難しい」と生徒たちが気づき、各クラスとも今回取り上げる項目は20項目以

内でまとまった。

【載せる項目

【候補項目】

アプリ・オススメ・イチオシ・イクメン・依存,イタい・炎上・ウケる・温感
惰差・判1・ガラケー・絡む・j刻的・キレる・既読・捻ラ・クチコミ・ゲリラ
スイーツ・スマホ・サクサク・

サ単メL ・チキン・鉄1茨・テンション・ダイノ§ーシティ・テカる.テ'コる
バーチャノレ・バテる・ハマる・パワースポット・プライベートブランド
メガ・モテる・盛る・マキシ・ヤバい 39 項矧

↓
【確定項目1 ◎アプ小◎~い(形容詞◎依存綱伊地手入れ)・◎炎上・◎オススメ・凸ーヨータ÷'

◎神・◎ガラケー・◎絡む・◎サクサク・◎スマートフォン
◎チキン・◎鉄板・◎テンション(手入れ)

歴璽匝凾◎プライベートブランド・◎メガ・◎~る(動詞)

グループ分けに基づき話し合い】
意味の発展

保留

略1。

動詞(~る)

、「〒"〒『

・ネッ
女子に関連

評価
に1

ノ、フラ'

ミ舌し西 1貞(需吾j毛)

アニメ

3.図書室との連携

本単元のまとめとして『お茶中鬮語辞'U に掲載すべく、生徒には担当項目の語釈を完成させ、語

釈に添えるのに相応しい用例を考え、ワークシートにまとめさせた。ワークシートにまとめる際提

出されたワークシートの中から秀逸なものを授業者が選び、次のようにすると生徒に伝えた。

①最も秀逸な語釈を本校図脊室便りに掲載する。図書室便りに(原希辻して)担当項倒の語釈.

用例、磨分が愛用している国語辞典の紹介文(その辞霄の良い点と改善すべき点)を譜く。

②①に次いで秀逸な語釈をPOP力ードにして本校図脊室に展示する。

図沓室便り原稿とPOP力ードを作成する際、国語辞典の体裁にならい「項目(見出し語・)・漢字表

記'品詞名・語釈・用例」の順で沓K よう生徒に指示した。提出されたPOP力ードは、事前に図誓

室で購入してもらった国語辞典関連醤籍とともに図轡室に展示した。本単元終了後、図沓室便りは全

校生徒に配布し、 POP力ードと同様に図智室に展示した。

本単元を行うことで、生徒たちに国語辞典に興味を持ってもらい、図脊室にある様々な倒語辞典、

辞沓類に触れる機会になればと考えた。また、図書室便りに生徒の作品が載り、関連書籍が紹介され

ることでより多くの生徒たちに図腎室に足を趣んでほしいと考えた。

(手入れ)
ガ〕ーノレズトーク

スマオヌ

申

=新1,=

^

じゃね・~的にはi、^

大げさ表チ
ト来語(カタカナ語)

社会 ・ 1.、

炎上・弾丸

4 生徒の感想

*辞書を編集すると言うことはとても大変ですがやりがいのある作業だと思いました。私は「完
壁な辞書などない。だから辞書の編集に答えはないんだ。」と思いました。でも、私はなるべ
く多くの人が納得して使える、鋭い判断で言葉を「取捨選択」した皆の理想に近い辞冉を作
つてみたいと思いました。

*授業で国語辞典を引くことがとても多いのですが、ここまで白分の辞書と向き合ったのは初め
てでした。今まで辞書の説明を読んでも何も感じなか0たのですが、壽葉一つひとっの語釈や
用伊吊苅肩集委員の人たちによってよく考えられたものだとは思わなかったので、これからは辞
書を引くときにこの説明を考えた人はどんなことを考えていたのかな、どんな工夫をしたのか
なと老えながら引きたいと思います。

*辞書の表紙には既に亡くなっている人 q箭集に関わった人)の名前が載ってぃることに最初は
驚きました。で、、授業で国語辞典のことをよく知り、編集する人たちの苦労が分かったので
亡くなっている人の名前が表紙に載るのは当然だな、と思いました。改訂だけでも大変なのに

S N S
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この単元を行ってみて、新語・淋蔀テ語に敏感で柔獣な中学生も、それらがすぐに国語・辞皿Hこ載るこ

とに対して少なからず述和感を感じていることが分かった。夏休み,秋休みをかけて集めた用例のう

ち、最終的に『お茶中国語辞"刈に掲載すべく生徒たちが選び、語釈作成にまで至った項目の多くは

新語'流行語ではなく、日常的にかなり定着し、幅広い世代で用いられていることばであった。新し

いことぱだからすぐに国語舌1典に採録しようとするのではなく、生徒たちにも「これは国語辞典に載

せるべきだJ 「載せるべきではない」「載せるには時期尚早」という感覚があるようで、スマートフォ

ンのように当面私たちの生活から切り部せないものにっいては採録する一方、「アベノミクス」にっ

いては安倍政椛だからこそのことぱで、政様が交代したら用いられなくなるだろうということで4ク

ラス全てで採録候補に挙がったものの、最終的には採録しないという結論になった。

生徒には普段から紙の国語舌辛典を使用するよう声を掛け、実際にそのように授業を展開してぃる(生

徒は全員、授業では紙の国語・辞典を使用している)。今日、電子辞轡が一般的となりつつぁるが、紙

の国語辞典に触れる機会を今後も持ち続けたい。紙の辞霄は一覧性が高いだけでなく、目的の項目を

引きながら他のことばと偶然出会う機会も多い。また、電子辞書は飾単に目的のことぱが見っかるが、

紙の辞霄は汚K手問」があるからこそ、そのことぱとの出会いが印象に残るのである。

これからも生徒たちは多くのことぱが溢れる中で生きていく。この単元を通して何気なく使うこと

ぱ、目にしたり耳にしたりすることばに「ちょっと立ち止まって老える」姿勢や意識を今後も持って

ほしいと考えている。

V まとめ

註 1 ; NHK r'1告叡まるごとトクする日本謂U ホームページより引用。(h廿Pゾ/WWW,nhk.or、jp/kininaru、blog/6印62.html
2013年10 門 21日刷謡静

澁2::化原保雄編 r明鏡国語辞典1 第2}援(大修鯨霄店 2010年ぢ新テ)。

註3:見坊豪紀ほか編 r三省堂ぼ語辞典』第7版(三名堂 2014年)。第6版は2008年1月に発行された。

註4 ;北原悟報鱈制彦/「もっと眺鈍」委兵会編『みんなで国語辞典 1』伐006年)・北喋保挑監修/「もっと明銚」委員会編

『みんなで国需辞典②あふれる新1剖(20四牟)・北泳保雄編著/「も0と明鏡」委旦会洲染『みんなで国語辞典③
辞審に鞍らない日本1誕(大修館1"店 2012年)。

註5:北鳳保雄/「もっと明鏡委貝会」共編「KY式日水語口ーマ字略語がなぜ流行るのか」(大修鮪腎店2008年)

除6:北凍保雄編新ソ「も0と明鏡」委貝会縮染「みんなで倒語辞典③辞霄に載らない謹本a誕(火修館醤店部W年)より引用。

注7:この見坊氏による停文は剤3版以降、最新版第7版の『三国』に至る現在まで改訂の皮に再掲されてぃる。

注8:r三団』第6版ではがれきの語釈が「①かわらと小石。②つまらないもの。」であったが、第7版では「①かわらと小石。

こわれた雄物の残骸。②つまらないもの。」と変化している。「朝日新朋夕刊 2014.1.9」でこのことが取り上げられてぃる。
証9:飯Ⅲ1宏明鰯憤"を編む』(光文社新野2013'向。

参当文献越立国語研究所雛縢斤ことばシリーズ22 辞杏を知る』(20脚年刊)

r日本国語大部典第21棚(小学館2000年刊)

サンキユータツォ「学校では教えてくれない 1 国語部典の遊び方」(角川学芸出版 2013年刊)

本校司脊の野判律秀子氏には様々な面で,K ご協力いただいた。この場を借りてお礼を申し上げたい。
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